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＜点   鐘＞ 

＜学長挨拶＞ 新潟薬科大学 寺田 弘学長 

   

本日はお出でいただき、誠にあ

りがとうございます。 

昨日は雨で大変かと思っていま

したが、皆様の行いが良いおかげ

で、梅雨晴れとなりました。 

          このように新津中央ＲＣと新潟

薬科大学の交流会という機会を設 

けていただき、ありがとうございます。 

 今後とも新潟薬科大学をよろしくお願い致します。 

 

＜会長挨拶＞ 新津中央ＲＣ 渡邊嘉子会長 

 

皆様こんにちは。 

          今日は新年度第 2 回目の例会で 

す。 

          本日は、会員の職場訪問例会と 

いうことで、新潟薬科大学様での 

例会になりますが、多数のご出席 

をいただき、ありがとうございま

した。 

 また、私共ロータリーの例会に、ご多忙中にもかか

わらず、寺田学長様はじめ学校関係の皆様のご臨席を

賜り誠にありがとうございました。 

 新潟薬科大学様はこれから、なちなかに校舎を増設

されるとの事で、これからの秋葉区にとりまして、新

潟薬科大学は、ますますなくてはならない存在になっ

てくると思います。 

 私共新津中央ロータリークラブといたしましても、

出来るだけ協力していきたいと思っておりますので、

よろしくお願い致します。 

 今日は、後ほど食事後に、石黒先生、田中先生より

担当していただきます。どうぞよろしくお願い致しま

す 

 於：新潟薬科大学 

＜出席報告＞ 

 前回の訂正 

  欠席者 10 名中 3 名ﾒｰｸｱｯﾌﾟのため 75.00％に訂正 

 本日の出席 会員 28 名中 19 名出席で 67.86％ 

 100％出席者表彰 

 

（7 月）        

                            齋藤嘉昭君 3 年 

 

 

 

＜お 食 事＞ 一楽さん特製お弁当 

＜幹事報告＞ 

今回はございません。 

  

＜プログラム＞ 

  会員スピーチ 

新潟薬科大学 石黒正路 副学長 

  〃    田中宥司 応用生命科学部長 

 

       

 

 

 

新潟薬科大学新学科の設置について 

応用生命科学部・新学科 

学科名：「生命産業創造学科」 

食品・環境ﾋﾞｼﾞﾈｽに貢献する人材育成に向けて 

 新学科の目的 

1.農・食品および環境分野のﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｻｰの育成 

2.理科系の内容を理解できる文化系の人材育成 

3.地域に貢献し、地域とともに生きる人材の育成 

4.地域に貢献できるｼﾝｸﾀﾝｸの役割を担うｽﾀｯﾌ 

 

質疑応答 
 
＜点 鐘＞ 

 

 

国際ﾘｰﾀﾘｰ第 2560 地区 新津中央ロータリークラブ 

創 立：1978 年 10 月 2 日 

事務所：新潟県新潟市秋葉区新津本町 3 丁目 1 番 7 号 

    新津商工会議所内 ℡22－0121 fax 25－2332 

例会場：新潟県新潟市秋葉区新津本町 2 丁目 7 番 10 号 

一楽 ℡22－3155 

例会日：毎週火曜日 12:30～13:30 

会  長：渡 邉 嘉 子  

幹 事：草 野   満    ｸﾗﾌﾞ会報委員長：保 坂 勝 志 

2014～2015 年度 

国際ロータリー会長 

ゲイリーC｡K.ホァン 

（台湾・台北 RC） 

ロータリーに耀きを 

 

2014～2015 年度 国際ロータリー第 2560 地区ガバナー 佐々木昌敏：（小千谷 RC） 

                   テーマ  「ロータリーはあなた自身から」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


